
 国際婦人年連絡会 2021 年度 

第６回セミナー 

「日本国憲法をいかし ジェンダー平等実現へ 
     ～私たちはいま、どのような社会に住んでいるのか～」 

 

【セミナー内容】ジェンダーギャップ指数が120位と、日本のジェンダー平等が世界で遅れていることは

内外で明らかになっています。「政治分野における女性活躍推進法」は通りましたが、女性議員の増加に

はつながらず、また「女子差別撤廃条約 選択議定書」の批准もされないなど、ジェンダー平等が遅々と

して進んでいません。 

そこで、衆議院選挙に先立ち、国際婦人年では政策方針参画委員会と憲法委員会が協働して、各政党に

アンケート「憲法やジェンダー平等を進める政策について」を実施し、取り組み等の姿勢を問いました。 

さらに今回のセミナーでは、憲法、家族法、ジェンダー法、アフガニスタンにおけるジェンダーに基づ

く暴力等を専門に、研究と活動を展開されている清末愛砂さんを講師にお迎えし、憲法とジェンダー平等

の関連性について学習します。ジェンダー平等の遅れと日本社会の課題について、改めてご参加の皆さま

と考えを深めたいと思います。 

Zoom によるオンライン開催（参加費 無料） 

寧） 

１月 31日（月）締切 

 

室蘭工業大学大学院教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日時 2022年2 月5 日（土） 

会場 

10:00～12:00 

（9:45 より入室可） 

 

お申込み方法 

主催：国際婦人年連絡会  https://iwylg-jp.com/  Ｅメール：iwylg-i@nifty.com  

https://forms.gle/zuVL1wTyVqT1StCn7 
開催日前日までに、Zoom参加者用 URLをお送りします。 

ご質問等がありましたら、下記にお問い合わせください。 

セミナー事務局 joura2016@kg8.so-net.ne.jp 

 

＜プロフィール＞ 

大阪大学大学院助手、同助教、島根大学講師、室蘭工業大学大学院

准教授を経て、2021年 6月より現職。 

専門は憲法学、家族法、ジェンダー法学、アフガニスタンにおけるジェ

ンダーに基づく暴力。 

著書：『北海道で考える<平和>—歴史的視点から現代と未来を探

る』 (共編著、法律文化社、2021 年)、『ペンとミシンとヴァイオリン－

アフガン難民の抵抗と民主化への道』（寿郎社、2020 年）、『自衛隊

の変貌と平和憲法－脱専守防衛化の実態』(共編著、現代人文社、

2019 年)、『右派はなぜ家族に介入したがるのか－憲法 24 条と 9

条』（共著、2018年）等。 

講師：清末 愛砂さん 

 

以下のフォームから 

事前にお申込みください。 

 

こちらの QR コードからも 

お申し込みいただけます 

https://forms.gle/zuVL1wTyVqT1StCn7
mailto:joura2016@kg8.so-net.ne.jp

